



































































































































































○ うれしゅめで たの思事叶たよ年中よ思事 今 叶 た よ
さま
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註）この論稿を南島文化研究所に提出した後，小島美子氏から｢奄美音楽の諸要素一奄美の音楽文化圏
をめぐって一」（人類科学第32集抜刷，昭和55年3月30日発行)が送られてきた。この中ですでに
小島氏は，若松シマ，泊伝市さん演唱による｢まつばんだ｣のテープを，国立民族博物館の音楽データ
・ベース・システムにかけ，電算機による自動採譜を行なった結果｢屋久島における沖縄音階の存在
を立証｣されている。しかし小島氏の調査では，中之島の｢まつばんだ｣は民謡音階であり，「何故屋久
島に突然沖縄音階が現われたのであろうか？これがもしも屋久島の人々 のベーシックな音階感覚の中
に古くからあったのだとするとたいへん重大な問題｣と提起されている。わたしは本稿にみるように，
琉球音階は屋久島だけとは思われないので，今後の研究資料にしていただければ幸と考える。
